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して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又

はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)

京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模JF出事

平成 18 年  4 月 平成  20 年   3  月

、推進を実施する。
使用者の環境に対する教育を含め、設備の管理及び使用状況の改善を行 うとともに、ボイラ等の燃料使用

量、電気設備における電気使用量の削減を主に省エネによる二酸化炭素排出量の削減を行なう。

地球温暖化対策の推進体制を関係各所と調整し確立する。

老朽化所及び漏洩箇所の修理 1改修。 ト ラップ装置の修亀

と設定温度の見直し。

省エネタイプの照明器具への

(19)年 度
(二酸|ヒ炭素換算 く|))

(17)年 度
〈二酸化炭素換算 (t))

よる温室効果
ガスの削減畳

自然エネルギーを利用した電
力文は熱の供給

担 当 者 氏 名

フ ァ ク シ ミ リ番 号

注 1該 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外て自主参加される
T4r業者の方!ま、レ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は計画期間の前年度を、 「日原年度Jと は計画期田の最終年度をいいます。

3さ
子香斬曇整整曇鍵をた生、尋盟解寵盛醒籍辮酵範

ネルイーの使用に件い発生する温三効果ガスを、崎送車両排出区狗と
旅各車両の排出する温真効果〃スを、叱のlupF出区狗とは、上記テ昴縁贅綜落員[暑摯香雲曇操挙稼導薬蕎窃に科張畳季宮富魯甥惚ラ要番R
4V鴻 蓋苛殉 には、平成2年度 (1990年 陶 を基準とした排出曇の対比やエネル‐ 原単位CO排 出壁 省

エネ製品開発など笹者の温宣効果

ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採月、特定フヨンなどの条例指定外の温宣効果ガスの高J滅などを記入してくださしヽ


